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　ナルトビエイ Aetobatus flagellum は，熱帯から亜熱帯
に広く分布し1)，我が国沿岸域における生息については
1989年，長崎県五島列島奈留島での捕獲事例2)が最初の
記録である。ところが，近年，西日本沿岸でも本種が頻
繁に確認されるようになり，ｾ94年に大阪府岬町3)，ｾ01年
に広島県広島湾4)，ｾ02年に山口県下関5)で捕獲される等，

瀬戸内海においても生息域が拡大している。
　本種は主として二枚貝類を捕食する6)ことから，アサ
リ Ruditapes philippinarum 資源減少の一因として大き
な問題となり，漁業者及び自治体によって漁場の保護7)，

駆除8)等の対策が行われている。一方，本県では，まな
がつお流網漁業において，本種の混獲による漁具被害が
発生しており，今後，生息量がさらに増加した場合には
貝類漁場での食害被害の発生も懸念される。そこでｾ07年
からまながつお流網及び小型定置網における本種の混獲
実態調査を行い，その出現状況と来遊実態について若干
の知見を得たので報告する。
　報告に当たり，漁獲日誌の記帳に御協力いただいた牛
窓町漁業協同組合（以下，牛窓町漁協）の豊田良一氏並
びに加藤応樹氏，寄島町漁業協同組合（以下，寄島町漁
協）の大室欣久氏，笠岡市大島漁業協同組合（以下，笠
岡市大島漁協）の皆さまに厚く御礼申し上げる。

方　　　法

　漁獲日誌調査　牛窓町漁協及び寄島町漁協に所属する
まながつお流網標本船各１隻にナルトビエイの漁獲日誌
の記帳を依頼した。記帳項目はナルトビエイが混獲され
た日付，操業場所，混獲数及び大きさであった。調査期
間は，牛窓町漁協標本船がｾ07年７～９月及びｾ08年６～９

月の間，寄島町漁協標本船がｾ07年６～９月及びｾ08年６～
９月の間であった。使用した流網の長さは牛窓町漁協標

本船が約500m，寄島町漁協標本船が約700m，目合いは
両標本船ともに4.3寸（約13cm）であった。さらに，県
西部では，より長期間にわたるナルトビエイの出現動向
を明らかにするため，ｾ08年５～10月の間，図１に示した
笠岡市大島漁協に所属する小型定置網13統において，ナ
ルトビエイの混獲数の記録を依頼した。
　水温環境調査　ナルトビエイの出現状況と水温変化と
の関係を明らかにするため，図２に示した定点において，

ｾ07年４月～ｾ09年３月の間に，原則として毎月１回，

compactﾝctd（アレック電子株式会社　ASTD687）を用
いて表層水温の測定を行った。

結　　　果

　まながつお流網による混獲数の推移　各標本船の操業
位置を図３及び４に示した。牛窓町漁協標本船は牛窓町
沖島しょ部周辺の県東部海域，寄島町漁協標本船は倉敷
市玉島黒崎から笠岡市大島の沿岸部及び水島灘沖の島し
ょ部周辺の県西部海域で操業を行った。各標本船の月別
地点別混獲数と操業海域における平均水温（水温測定点
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図１　小型定置網及び水温観測の位置
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a～ｃ，西部海域は水温測定点ｄ～ｊ）を表１及び２，日
別混獲数の推移を図５及び６に示した。牛窓町漁協標本
船のｾ07年における総混獲数は160尾で，月別混獲数は８，

９月がそれぞれ64，65尾と多く，地点別混獲数は No.１
及び２の青島及び黄島沖が多かった。日別混獲数は７月
上旬から８月下旬まで８尾以下で推移したが，８月下旬
から９月上旬にかけて10尾から26尾まで増加傾向にあっ
た。ナルトビエイが混獲された７月から９月の間の水温
は23～28℃であった。ｾ08年における総混獲数は24尾とｾ07

年に比べ少なかったが，月別混獲数は８，９月がそれぞ
れ10，24尾と多く，地点別混獲数は No.４の黄島沖で多
かった。日別混獲数は７月上旬から８月下旬まで２尾以

下であったが，９月上旬に若干増加した。ナルトビエイ
が混獲された６月から９月の間の水温は19～28℃であっ
た。
　次に，寄島町漁協標本船のｾ07年における総混獲数は
319尾で，月別混獲数は７月が219尾と特に多く，地点別
混獲数は寄島町沿岸の No.３で147尾と多かった。日別
混獲数は７月６日が52尾と最も多く，その後減少したが，

８月下旬に再び増加した。ナルトビエイが混獲された６

月から９月の間の水温は21～29℃であった。ｾ08年におけ
る総混獲数は290尾で，月別混獲数は６月から８月の間が
72～96尾と多く，９月は24尾と減少した。地点別混獲数
は No.３で186尾と多かった。日別混獲数は６月23日が
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図４　寄島町漁協標本船の操業場所
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図３　牛窓町漁協標本船の操業場所
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29尾と最も多く，その他の期間は19尾以下であった。ナ
ルトビエイが混獲された６月から９月の間の水温は19～
28℃であった。各標本船の混獲数を比較すると，ｾ07年，

ｾ08年ともに寄島町漁協標本船が多く，また，県西部では
夏季に，県東部では西部より遅く秋季にナルトビエイの
混獲数が増加する傾向がみられた。
　ｾ08年は寄島町漁協標本船の操業回数を把握できたた
め，西部海域における１操業あたりの混獲数を沿岸部及
び島しょ部で比較し表３に示した。操業回数は沿岸部（操
業地点 No.１～４）が104回，島しょ部（操業地点 No.５
～10）が40回で，１操業あたりの平均混獲数は沿岸部が
2.40±2.43尾，島しょ部が1.03±1.60尾で，沿岸部の混
獲数が有意に多かった（t ﾝ検定，p＜0.05）。

　小型定置網による混獲数の推移と水温変化　笠岡市大
島漁協所属の小型定置網13統における月別地点別混獲数
と網代近くの水温測定点ｉにおける水温を表４に，総混
獲数の経日変化及び水温の推移を図７に示した。総混獲
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図６　寄島町漁協標本船における日別混獲数の推移
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図７　笠岡市大島地先における小型定置網による日別混
獲数と操業海域における水温の推移

表１　牛窓町漁協標本船におけるナルトビエイの月別地
点別混獲数

年 月 水温(℃) 地点 計1 2 3 4 5 6 7 8

2007
7 23.0 11 11 0 6 0 3 0 0 31
8 24.9 15 23 0 19 4 3 0 0 64
9 28.3 20 33 10 0 0 0 2 0 65
小計 46 67 10 25 4 6 2 0 160

2008

6 19.3 0 0 0 2 0 0 0 0 2
7 22.1 0 0 0 3 0 0 0 0 3
8 27.9 0 0 2 4 0 2 0 0 8
9 28.4 0 0 0 10 0 0 0 1 10
小計 0 0 2 19 0 2 0 1 24

表２　寄島町漁協標本船におけるナルトビエイの月別地
点別混獲数

年 月 水温(℃) 地点 計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2007

6 20.5 0 9 41 0 0 3 0 0 0 0 53
7 24.0 47 55 86 17 0 13 0 1 0 0 219
8 25.9 6 3 20 0 0 0 5 0 0 0 34
9 28.6 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 13
小計 53 67 147 17 13 16 5 1 0 0 319

2008

6 19.1 1 19 69 1 0 0 0 0 0 8 90
7 22.8 2 3 56 9 0 1 1 0 0 0 72
8 28.7 19 2 59 7 5 0 0 0 4 0 96
9 28.1 0 0 2 0 3 0 17 0 0 2 24
小計 22 24 186 17 8 1 18 0 4 10 290

表４　笠岡市大島地先における小型定置網による月別地
点別混獲数

月 水温 
(℃)

地点 計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
5 18.9 1 3 6 2 0 0 0 4 3 0 7 5 6 37
6 19.6 0 3 3 0 0 1 0 2 4 0 5 4 3 25
7 23.7 1 0 1 1 0 0 2 0 3 0 2 1 2 13
8 29.7 0 0 5 1 1 0 0 1 0 0 0 1 2 11
9 28.5 0 0 3 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 6
10 24.3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4
計 2 6 21 4 1 1 2 9 11 0 14 11 14 96

表３　寄島町漁協標本船の操業場所毎の CPUE

海域 地点 操業回数 混獲数 海域別混獲数/１操業
(個体数±標準偏差)

沿岸部

1 9 22 2.44±1.95
2 11 24 2.18±2.72
3 73 186 2.56±2.54
4 11 17 1.55±1.23
小計 104 249 2.40±2.43

島しょ部

5 5 8 1.60±0.80
6 4 1 0.25±0.43
7 14 18 1.29±2.12
8 1 0 0
9 3 4 1.33±1.89
10 13 10 0.77±1.19
小計 40 41 1.03±1.60

個
体
数

月日

0

10

20

30

6/11 7/11 8/10 9/9

2007年
2008年

図５　牛窓町漁協標本船における日別混獲数の推移
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数は96尾で，地点別混獲数は No.３が21尾と最も多く，

月別混獲数は５，６月がそれぞれ37，25尾と多かった。
漁場周辺の水温は４月から12月までの間，11.9～29.7℃
を推移した。ナルトビエイが初めて混獲されたのは，水
温が約19℃に達した５月上旬であった。その後，混獲数
は増減を繰り返したが，水温20℃以下となった11月以降
０尾となった。

考　　　察

　ナルトビエイの分布及び来遊時期は水温と関連が深い
ことが指摘されており，有明海では，水温が15℃を越え
る春から夏に捕獲され，冬季は湾内で捕獲されず，黒潮
の影響により15℃以上に保たれる湾外の天草灘で捕獲さ
れる9)。岡山県西部に位置する笠岡市大島沿岸では，水
温が約19℃を越えた５月上旬に初めて小型定置網により
混獲され，その後10月中旬まで混獲されたが，水温が約
20℃以下になった11月以降，全く混獲されなかった。ま
た，県東部及び西部海域において，まながつお流網標本
船により混獲された時期も，水温が19℃から28℃の間で
あった。これらの混獲実態より，ナルトビエイの来遊時
期は水温が約19℃から29℃を推移する５～10月の間で，

その後，水温が20℃以下に低下すると本県沿岸域から姿
を消すものと考えられた。また，ナルトビエイは水温が
15℃前後に低下すると摂餌せず，やがて死亡するとの報
告10)もあり，冬季の水温が10℃以下まで低下する岡山県
沿岸域では，ナルトビエイが越冬する可能性は低いと考
えられる。
　ナルトビエイの混獲数は西部海域で多く，そのピーク
は比較的早い傾向がみられた。本種は主として二枚貝類
を捕食するとされ6)，有明海では二枚貝漁場へ来遊し，

多くの二枚貝が食害被害を受けている11)。本県において
は，サルボウの養殖漁場やアサリ漁場がある西部海域で
多く混獲されるとともに，混獲されたナルトビエイの消
化管内容物からはサルボウ等の二枚貝が見いだされてい
る12)。貝類の生息密度とナルトビエイの来遊量の関係に
ついては，さらに詳細な調査が必要と思われる。また，

本種がどのようなルートで本県沿岸域へ来遊するのかは

明らかでない。今後，標識放流調査や衛星による追跡調
査13)により明らかにする必要がある。
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